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はじめに

2

BCPとはなにか、理解していただく
BCP作成の必要性を認識していただく

自施設のBCP策定に繋げていただく

本研修動画のねらい
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本動画の内容

3

はじめに

１．老健施設における感染症BCPとは？

２．老健施設における感染症BCP作成のポイント

おわりに

＊本資料は厚生労働省老健局から公表された、

「介護施設・事業所における新型コロナウイルス感染症発生時の業務継続ガイドライン」
（令和2年12月）の内容を基に作成したものです。
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１．老健施設における感染症BCPとは？

＊本資料は厚生労働省老健局から公表された、

「介護施設・事業所における自然災害発生時の業務継続ガイドライン」（令和3年12月）の内容を
基に要点を整理したものです。
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１．老健施設における感染症BCPとは？

• 施設内の清掃、消毒

• 個室管理、ゾーニング

• 感染疑い者、濃厚接触者
へのケアの調整 等

感染拡大防止対応

• 多方面への報告連絡
（医療機関、保健所、指
定権者、自治体、利用者・
家族、出入り業者等 ）

• 保健所等との頻回な情報
共有、指示の確認 等

報告・連絡の実施

• 感染防護具や消毒液等の
不足

• 感染者が使用する物品の
確保

• 廃棄物の管理 等

備品補充と管理職員確保と調整

• 感染者や濃厚接触者となっ
た職員の出勤停止

• 濃厚接触者の利用者に対
するケア量の増加

• 濃厚接触者の利用者に対
し、担当職員を分けた対応
等

事前準備がされていなければ

 施設内感染が拡大する

 関係機関にスムーズに報告・連絡ができ
ない

 業務を実施する職員が確保できない

 衛生用品が不足し感染拡大防止対策
がとれない 等

感染者発生時の対応が
検討されていなければ

 適切な感染拡大防止対策がとれない

 関係機関にスムーズに報告・連絡ができ
ない

 必要な職員数を確保できない 等

もし、新型コロナウイルス感染者が発生したら…

サービスを停止できない！
（サービス継続を期待されている）

影響例：集団感染の発生
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出典：厚生労働省「介護施設・事業所における新型コロナウイルス感染症発生時の事業継続ガイドライン」よりMS&ADインターリスク総研にて作成
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１．老健施設における感染症BCPとは？

感染対策マニュアルと感染症BCPの関係

◎

◎

◎
◎
◎
◎

◎
◎
◎

◎

△ウイルスの特徴

△健康管理の方法

△体制の整備・担当者の決定

△連絡先の整理

○研修・訓練

○備蓄

○情報共有・情報発信

△感染拡大防止対策（消毒、ゾーニング方法等）

△ケアの方法

○職員の確保

×業務の優先順位の整理

×労務管理

△感染予防対策
（手指消毒の方法、ガウンテクニック等）

平時の取組み

感染（疑い）者
発生時の対応

感染症BCP感染対策
マニュアル

◎

◎

◎
◎

内容
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１．事前準備 ２．発生（疑い）後の対応

施設内で感染者発生前 施設内で感染疑い者発生後

（厚生労働省掲載HP）
https://www.mhlw.go.jp/stf/seisakunitsuite/bunya/hukushi_kaigo/kaigo_koureisha/taisakumatome_13635.html

今、何をしておくべきか どう行動したらよいか

7

BCPの構成と活用できるツール

１．老健施設における感染症BCPとは？

（参考）活用できるツール

BCPには基本の型があります。

厚生労働省HPで公開されている

ガイドライン、ひな形などを

有効活用しましょう。

https://www.mhlw.go.jp/stf/seisakunitsuite/bunya/hukushi_kaigo/kaigo_koureisha/taisakumatome_13635.html
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２．老健施設における感染症BCP作成のポイント



©2022 MS&AD InterRisk Research & Consulting, Inc.

第Ⅱ章 平時からの備え

（１）体制構築・整備

（２）感染防止に向けた取組
の実施

（３）防護具、消毒液等
備蓄品の確保

（４）研修・訓練の実施

（５）BCPの検証・見直し

感染疑い事例の発生

第Ⅲ章 初動対応

（１）第一報

（２）感染疑い者への対応

（３）消毒・清掃等の実施

発熱や咳等の風邪症状

倦怠感息苦しさ

いつもと違う様子

職員の健康状態

入所継続

原則入院

陽 性

陰 性

３．検査

第Ⅳ章 感染拡大防止体制の確立

（１）保健所との連携

（２）濃厚接触者への対応

（３）職員の確保

（４）防護具、消毒液等の確保

（５）情報共有

（６）業務内容の調整

（７）過重労働・メンタルヘルス対応

（８）情報発信

収
束
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感染症BCPフローチャート

２．老健施設における感染症BCP作成のポイント

１．事前準備 ２．発生（疑い）後の対応

第Ⅰ章 総則

１．目的

２．基本方針

３．主管部門

出典：厚生労働省「介護施設・事業所における新型コロナウイルス感染症発生時の事業継続ガイドライン」よりMS&ADインターリスク総研にて作成
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２．老健施設における感染症BCP作成のポイント

①業務を継続するために
必要な資源を守る

②足りない資源を補い、
業務を継続する

③優先する業務を
選定し、継続する

BCP＝災害時や感染症発生時でも、業務を継続するための計画

老健施設における業務としては、
1. 利用者の安全確保
2. 介護サービスの提供（身体介護や生活支援、看護・医療ケア、

リハビリ等）
3. 職員の安全確保 など

①職員や施設を守るために必要な対策を講じる

②職員や物品を確保するために必要な対策を講じる

③必要な業務を継続するために業務を調整する
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２．老健施設における感染症BCP作成のポイント

②足りない資源を補い、
業務を継続する

③優先する業務を
選定し、継続する

①職員や施設を守るために必要な対策を講じる

＜職員を守る＞
• 感染防止に向けた取組を実施する

• 防護具、消毒液、検査キット等の備蓄品を確
保、管理する 等

＜施設を守る＞
• 適切な対応を実施するための体制を構築、整

備する

• 感染（疑い）者発生時に速やかに対応でき
るようBCPの研修・訓練を実施する

• 研修・訓練を通し作成したBCP （特に資源
を守るために必要な対策部分）を検証する

• 研修・訓練で見えてきた課題を中心に対策を
講じ、BCPを見直す 等

１．事前準備

＜職員を守る＞
• 感染を拡大させないために不足する可能性の

ある物品を速やかに確保する。

• 過重労働や感染のリスクに対峙するストレス等
職員のメンタルヘルスケアについて対応方法を
検討する 等

＜施設を守る＞
• 感染疑い者発生時の初動対応（報告方法、

対応方法など）を明確にし、速やかに対処で
きるように備える

• 保健所と連携し、感染者が増えないための対
策を講じる

• 感染者情報、感染者発生状況などの情報を
管理する 等

２．発生（疑い）後の対応

①業務を継続するために
必要な資源を守る
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第Ⅱ章 平時からの備え

（１）体制構築・整備

（２）感染防止に向けた取組
の実施

（３）防護具、消毒液等
備蓄品の確保

（４）研修・訓練の実施

（５）BCPの検証・見直し

感染疑い事例の発生

第Ⅲ章 初動対応

（１）第一報

（２）感染疑い者への対応

（３）消毒・清掃等の実施

発熱や咳等の風邪症状

倦怠感息苦しさ

いつもと違う様子

職員の健康状態

入所継続

原則入院

陽 性

陰 性

３．検査

第Ⅳ章 感染拡大防止体制の確立

（１）保健所との連携

（２）濃厚接触者への対応

（３）職員の確保

（４）防護具、消毒液等の確保

（５）情報共有

（６）業務内容の調整

（７）過重労働・メンタルヘルス対応

（８）情報発信
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２．老健施設における感染症BCP作成のポイント

１．事前準備 ２．発生（疑い）後の対応

第Ⅰ章 総則

１．目的

２．基本方針

３．主管部門

①業務を継続するために
必要な資源を守る ① 職員や施設を守るために必要な対策を講じる

収
束
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２．老健施設における感染症BCP作成のポイント

②職員や物品を確保するために必要な対策を講じる

①業務を継続するために
必要な資源を守る

③優先する業務を
選定し、継続する

②足りない資源を補い、
業務を継続する

＜物品の確保＞
• 物品が不足した場合の相談先、連携先につい

て体制を整える

• 個人防護具や衛生材料などの備蓄量や使用
量を評価し、感染症発生時に備える

• 研修・訓練を通し作成したBCP（特に資源の
確保に関する部分）を検証する

• 研修・訓練で見えてきた課題を中心に対策を
講じ、BCPを見直す

１．事前準備

＜職員の確保＞
• 職員が不足した場合の相談先、連携先につい

て体制を整える

• 職員不足の基準を明確にする

• 職員が不足した場合の連絡先、相談方法を
明確にする

＜物品の確保＞
• 通常のルートや手段で感染対策に必要な物

品が入手できなかった場合の対処方法を明確
にする

２．発生（疑い）後の対応
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自施設

近隣施設

自治体

協会団体

自法人別施設

自施設別部署

２．老健施設における感染症BCP作成のポイント

職員確保のための相談先、連携先

＊連携のために必要な条件を明確にしましょう。
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第Ⅱ章 平時からの備え

（１）体制構築・整備

（２）感染防止に向けた取組
の実施

（３）防護具、消毒液等
備蓄品の確保

（４）研修・訓練の実施

（５）BCPの検証・見直し

感染疑い事例の発生

第Ⅲ章 初動対応

（１）第一報

（２）感染疑い者への対応

（３）消毒・清掃等の実施

発熱や咳等の風邪症状

倦怠感息苦しさ

いつもと違う様子

職員の健康状態

入所継続

原則入院

陽 性

陰 性

３．検査

第Ⅳ章 感染拡大防止体制の確立

（１）保健所との連携

（２）濃厚接触者への対応

（３）職員の確保

（４）防護具、消毒液等の確保

（５）情報共有

（６）業務内容の調整

（７）過重労働・メンタルヘルス対応

（８）情報発信

収
束
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２．老健施設における感染症BCP作成のポイント

１．事前準備 ２．発生（疑い）後の対応

第Ⅰ章 総則

１．目的

２．基本方針

３．主管部門

②足りない資源を補い、
業務を継続する

② 職員や物品を確保するために必要な対策を
講じる
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２．老健施設における感染症BCP作成のポイント

③必要な業務を継続するために業務を調整する

①業務を継続するために
必要な資源を守る

②足りない資源を補い、
業務を継続する

③優先する業務を
選定し、継続する

• 業務調整が必要な場合に速やかに対応で
きるようBCPの研修・訓練を実施する

• 研修・訓練を通し作成したBCP（特に業
務調整に関する部分）を検証する

• 研修・訓練で見えてきた課題を中心に対策
を講じ、BCPを見直す

１．事前準備

• 感染者発生に伴う追加業務（ゾーニング・
コホーティングの実施、感染防護具の着脱、
消毒場所や消毒方法の変更等）を明確
にする

• 業務の優先順位を決定する

• 職員の出勤率と実施する業務内容を調整
する

• 実施方法を変更した場合、変更した内容
の手順やマニュアルを準備する

• 応援職員に依頼する業務、介助する利用
者の基準を明確にする

２．発生（疑い）後の対応
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① 通常行っているすべての業務をA:継続業務、C:変更・縮小業務、D:休止業務に
分類し、感染症発生時に必要な追加すべき業務（B:追加業務）を明確にする

② 資源が限られる中、全ての業務から優先すべき業務（A:継続業務とB:追加業
務を中心に）を考える

２．老健施設における感染症BCP作成のポイント

優先する業務の考え方

分類 定義

A:継続業務
生命を守るために必要な業務
可能な限り通常と同じように実施すべき業務

B:追加業務
生命や健康を守るために必要な緊急時対応業務
通常時には発生しない業務

Ｃ:変更・縮小業務
頻度・規模を減らすことが可能な業務
出勤人員、物理的環境等を踏まえ、方法を変更/縮小で
きる業務

D：休止業務
多人数が１ヵ所に集合する等、感染予防の観点から
休止することが望まれる業務
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 例えば、食事について考えると、中止できない業務であり、調理から、配膳、介助ま
で、様々な場面で職員が必要になる。不足した職員の状況により、内容や頻度を
検討する必要性がある

 日勤と夜勤で業務内容も職員数も変わるため、勤務帯毎の検討も重要である

 職種や経験、能力を踏まえる検討する

２．老健施設における感染症BCP作成のポイント

職員の出勤率と業務内容の調整

職員数
出勤率30% 出勤率50% 出勤率70% 出勤率90%

●名 ●名 ●名 ●名

調理 全食外部委託
朝夕２食
外部委託

通常通り 通常通り

食事の提供
2食／日

朝昼兼用11時
食事時間変更
日勤帯で提供

通常通り 通常通り

食事介助
介助時間を

限定
介助時間を

限定
通常通り 通常通り

排泄介助
おむつ着用

交換時間延長
トイレ誘導
希望時のみ

トイレ誘導
間隔延長

通常通り

医療ケア
喀痰吸引

通常通り 通常通り 通常通り 通常通り
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第Ⅱ章 平時からの備え

（１）体制構築・整備

（２）感染防止に向けた取組
の実施

（３）防護具、消毒液等
備蓄品の確保

（４）研修・訓練の実施

（５）BCPの検証・見直し

感染疑い事例の発生

第Ⅲ章 初動対応

（１）第一報

（２）感染疑い者への対応

（３）消毒・清掃等の実施

発熱や咳等の風邪症状

倦怠感息苦しさ

いつもと違う様子

職員の健康状態

入所継続

原則入院

陽 性

陰 性

３．検査

第Ⅳ章 感染拡大防止体制の確立

（１）保健所との連携

（２）濃厚接触者への対応

（３）職員の確保

（４）防護具、消毒液等の確保

（５）情報共有

（６）業務内容の調整

（７）過重労働・メンタルヘルス対応

（８）情報発信

収
束

19

２．老健施設における感染症BCP作成のポイント

１．事前準備 ２．発生（疑い）後の対応

第Ⅰ章 総則

１．目的

２．基本方針

３．主管部門

③優先する業務を
選定し、継続する ③ 必要な業務を継続するために業務を調整する
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２．老健施設における感染症BCP作成のポイント

①業務を継続するために
必要な資源を守る

②足りない資源を補い、
業務を継続する

③優先する業務を
選定し、継続する

BCP＝災害時や感染症発生時でも、業務を継続するための計画

老健施設における業務としては、
1. 利用者の安全確保
2. 介護サービスの提供（身体介護や生活支援、看護・医療ケア、

リハビリ等）
3. 職員の安全確保 など

①職員や施設を守るために必要な対策を講じる

②職員や物品を確保するために必要な対策を講じる

③必要な業務を継続するために業務を調整する

業務を継続するために検討している対策を
職員全員が行動できるように具体的に明文化する
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１．作成まずは書いてみましょう！
大事なことは、初めから立派なBCPを作ろうとしないこと

２．研修で、職員への周知・ベクトル合わせを実践すること！
大事なことは、BCPを作りっ放しにしないこと

３．訓練（シミレーション）を定期的に実施すること！
大事なことは、課題の洗い出しと見直しを継続していくこと

利用者や職員を守るのは皆さんです！！

できることからはじめましょう！！

ＢＣＰ義務化は令和６年４月からです。

あわてず！急いで！正確に！準備しましょう！

おわりに
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介護施設・事業所における業務継続計画（ＢＣＰ）作成支援に関する研修

ご自身の施設の
介護サービス類型
に合った項目を確
認いただき、ご視聴
ください。

研修動画のご案内

https://www.mhlw.go.jp/stf/seisakunitsuite/bunya/hukushi_kaigo/kaigo_koureisha/douga_00002.html
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